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1. はじめに 

住環境に問題を抱える住民にとって、何らかの対策を講じよ

うとしても専門的な知識や活動の土台がないため、自分たちの

力だけでその実態を正確に把握し改善することは容易ではな

い。本研究室ではそのような自治会を対象として、住民を主体

としたアンケートや実測を行い住民の住環境に対する意識の

向上を図り、住民自身の手で環境を創り、参加型社会の一端を

担うことを目的とした「住快環プロジェクト」を行っている。     

本研究は越谷市の鯛之島自治会を対象として、懇談会・アン

ケート調査・夜間照度実測を通し、地区内の活性化と住環境の

改善につなげることを目的としている。ここでは上記の活動を

通して明らかになった当自治会の住環境における問題点につ

いて述べる。 

2. 対象地区の概要と調査範囲 

 鯛之島自治会は、埼玉県越谷市に位置しており、東武伊勢崎

線大袋駅から徒歩 10 分ほどの場所に位置している。自治会加

入率は約8割で世帯数が214世帯である。自治会の地区は国道

4 号線と東武線に挟まれていることが特徴であり、高齢者が多

く消灯時間が早いため、家からの灯りが少ない。この点から自

治会は騒音、夜間の明るさに対しての問題がある。そして国道

4号線から地区内への車の通り抜けが多く危険を感じている。 
3. 第1回懇談会 

2014年 9月27日(土)に鯛之

島自治会館にて住民18名、教授

1名、筆者らを含む学生4名の計

23名が参加して第1回懇談会を

行った。第 1 回懇談会では地域

の住環境への意識を確認し結束

を高め、地区において悩んでい 

る点・改善点を明確にし、活動の不安な点を解消し理解を深め

ることを目的とした。意見交換の場では、「トンネル付近が暗

く、痴漢による被害が起きたりする」や「地区内を通り抜ける

車が多く子供の飛び出しによる事故が不安である」などの意見

などが交された。 

4. 自治会住民対象のアンケート調査  

4.1. アンケート調査の概要 

住環境に対する住民の意識の把握と各実測、そのデータ分析

をし、住環境適性評価をするための資料として同地区に加入し

ている214世帯を対象にアンケート調査を行った。アンケート

項目については、「夜間の道路の明るさ」「幹線道路と鉄道から

発生する交通騒音」「自治会地区を走る通過車両・交通量」と

決めた。また住環境適性評価を行うために、評価項目を「安全

性」「健康性・快適性」「コミュニケーション性」に分類し、こ

れらに関する質問もアンケートの内容に加えた。 

アンケート調査は 11 月 5日(水)から 11 月 8日(土)の間で

行い、回収数は174部、回収率は約81％であった。 

4.2. 夜間照度に関するアンケート調査の結果 

 図 2 に「自治会内の夜間

の明るさについてどのよう

に感じていますか」の回答

結果を示す。「暗い」「とて

も暗い」の回答が全体の

52％で「明るい」「とても明

るい」の回答を大きく上回

る結果となり、多くの住民

が自治会内を暗いと感じて

いることが分かった。 

図 3 に「何が原因で暗い

と思いますか」の回答結果

をそれぞれ示す。この設問

は、図2に示した設問で「暗

い」「とても暗い」と回答し

た人を対象とした。回答者 

の68％が「街灯の数の少なさ」、49％が「街灯の設置間隔」が

原因であると感じており、住民が街灯の設置場所や道路の長さ

に対する街灯の数に満足していないと考えられる。 

図4に「夜間によく利用する道路を地図上にご記入して下さ

い」の回答結果を示す。同地区内全ての道路を 80 の区間に分

割し集計を行った。駅方面から同地区へ入る道路は夜間に良く

利用される道路の中でも利用する人が多くなっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 に「自治会地区の道路全体で特に不満に感じる場所を地図

上にご記入して下さい」の回答結果を示す。 
駅方面から地区内へ入る道路を「暗い」と感じている人が多く、

夜間によく利用する道路と不満に感じる場所が一致している。 

図2 「夜間の明るさについてどのように 

感じていますか」の回答結果 

図4 夜間によく利用する道路 

図3 「何が原因で暗いと思いますか」の 

回答結果 

図1 第1回懇談会の様子 

 
Understanding of residents’ awareness concerning living environment by questionnaire survey and measurement of night illuminance 
Living environment assessment in an area between an main road and a railroad and supports of living environment improvement activities 
with residents’ initiatives Part1 

TOZAKI Ryo, UDAGAWA Takahiro, TAKANO Go, and MIURA Masao 

 

日本建築学会大会学術講演梗概集	 

（関東）	 2015 年	 9	 月	 

 

 

―1055―

40504



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3. 交通騒音に関するアンケート調査の結果 

図6に「交通騒音につ

いてお住まいの部屋にい

るときどのように感じて

いますか」の回答結果を

示す。「うるさい」「とて

もうるさい」と感じた人

は回答者の 31％であっ

た。 
図7に「交通騒音の原

因は何だと思いますか」

の回答結果を示す。幹線

道路と鉄道に挟まれてい

る地区のため、交通騒音

の原因は東武伊勢崎線と

国道4号線と答えた人が

多く、その他に地区内を 
通る交通車両も原因と考えられる。 
4.4. 通過車両・交通量に関するアンケート調査の結果 

図8に「車の通り抜け

をどのように感じていま

すか」の回答結果を示す。

「とても多い」「多い」と

感じている人が回答者の

49％という結果になった。 
図9に「通過車両で日

常生活に支障や危険を感

じますか」の回答結果を

示す。「とても感じる」「感

じる」と答えた人が回答

者の 53％という結果と

なり、半数以上の人が地

区内の車の通り抜けを多

いと感じ、通過車両に危

険を感じている。 
 図10に「自治会地区の道路で不満に感じる場所を地図上に 
ご記入して下さい」の回答結果を示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 夜間照度実測 

5.1. 夜間照度実測の概要 

2014年11月17日(月)の17：00～20：00に照度実測を地区全

域で行った。項目は水平面照度、鉛直面照度、街灯直下照度とし、

10m間隔で実測を行った。参加人数は住民14名、学生6名の計

20 名であった。実測班を 5 つに分け、住民は照度計による実測、

記録、10m計測、地点ごとの主観評価を行った。計測地点数は279
地点で、街灯の数は38基である。 
5.2. 主観評価 

 住民が計測を行う前に計測地点を観察し、「とても明るい」「明

るい」「どちらでもない」「暗い」「とても暗い」の5段階で評価し

た。「暗い」「とても暗い」が合計201地点あり、全体の38％を占

めた。住民が暗く感じている地点が比較的多い。 

5.3. 水平面照度 

図11に水平面照度マップを示す。歩行者に対する道路照明基準

を参考に「0.5lx未満」「0.5lx以上 1.5lx未満」「1.5lx以上 3lx
未満」「3lx以上5lx未満」「5lx以上」の5段階で色分けを行った。

地区全体を見ると約7割の地点が日本防犯協会の定める4m先の歩

行者の挙動や姿勢が分かる照度である 3lx を満たしていない。全

地点の平均水平面照度は2.65lxと、全地点平均で見ても基準を満

たしておらず、同地区の夜間照度は不足しているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. まとめ 

第一回懇談会やアンケート調査を通じて住民の生の声を聞くこ

とができ、また実測を通じて鯛之島自治会の夜間照度を客観的に

捉えることもできた。その結果、夜間照度、交通騒音、通過車両

と交通量といった面で問題を抱えていることが明らかになったた

め、それらをもとに各実測計画の立案に繋げるとともに、総合的

に住環境を把握するという方向性を決めることができた。 

  
図8 「車の通り抜けをどのように感じていま 

すか」の回答結果 

 

図9 「通過車両で日常生活に支障や危険を 
感じますか」の回答結果 

図7 「交通騒音の原因は何だと思いますか」 
の回答結果 

図6 「交通騒音についてお住まいの部屋にいる 
ときどのように感じていますか」の回答結果 

図10 「通過車両について不満に感じる場所」の回答結果 

図11 水平面照度マップ 

図5 夜間の明るさについて不満に感じる場所 
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